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（ＮＩＣＵ）          （院内学級） 

 

※詳細は、「こども病院移転計画調査委員会」の

ＨＰ（http://f-kodomo.jp/）をご参照ください。 

 

★遠距離通学対策と消防２輪車を調査 

鹿児島市では、「遠距離通学費補助制度」と

「安心安全通学費助成制度」という遠距離や交通

安全上からバス等の公共交通機関を使用せざる

を得ない地域から通学する児童の保護者負担の

軽減を図る助成制度をいち早く導入し、市民の皆

様に大変好評です。この「遠距離通学費補助制

度」は政令指定都市の約半数で採用されていま

すが、福岡市においては、その必要性は指摘さ

れているものの未だ導入には至っておりません。 

また、熊本市では、阪神淡路大震災後に「消防

自動二輪車」を８台導入し、二輪車特有の機動力

と性能を活かし、初期の消防・救急対応や情報

収集に効果を発揮しておりました。この「消防自

動二輪車」についても福岡市には１台も導入され

ておりません。 

これらの訪問調査を踏まえ、議会等で論戦を

展開してまいりたいと思います。 （５／２４‐２５） 

  

（鹿児島市議会）     （熊本市中央消防署） 

 

★海水淡水化施設（まみずピア）を調査 

この施設は福岡都市圏の長期の水不足に対し

て、公明党の国会議員や都市圏の議員が連携して

建設を推進したもので、少雨により渇水が懸念され

る昨今、日本最大といわれる最大５０，０００㎥／日

で海水から淡水（真水）を生産し、市民に安定した

水道水を供給している当施設のミッション（使命）に

ついて、再認識させていただきました。 

「逆浸透方式」の採用による清澄な海水の安定

的な取水や最先端の「ろ過膜」の採用による良質

な水の生産、淡水回収率（６０％）の向上などの低

コスト化を実現しているとのことです。 

課題は、相当の電力が必要なことで、太陽光・風

力の自然エネルギーの活用等の節電対策を提案

してまいりたいと思います。 （５／１３） 

    

詳細は、尾花康広のホームページ http://www.komei-kyushu.net/fukuoka/obanaをご覧ください。 

★こども病院を調査（２回目） 

病院のスタッフが治療中にぶつかり合うほど手

狭なＮＩＣＵ（新生児集中治療室）、親御さんが付添

いで補助ベッドを置くと身動きがとれない病室、年

間約２，２００件（平均一日９件）の手術に対し、わ

ずか３室の手術室と６床の集中治療室、シャワー

室や院内学級室の確保も十分ではなく、施設の狭

隘化・老朽化は相変わらず深刻な状況でした。 

本来ならば、今年度に十分な医療環境が整った

新こども病院が誕生していたかと思うと憤怒の情が

こみ上げ、「手術を受けるのに３ヵ月以上待たなけ

ればならない、救える生命を救うことができないこ

の状況を一刻も早く改善したい」と医師や看護師さ

んにその心情を吐露すると「私たちも全く同感で

す」と涙ぐんでおられました。 （５／２０） 
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